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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

果樹の発育予測は、防除、防霜対策を効率的に実施するために必要な情報であるため、会津地
域におけるリンゴ、カキの発芽期～開花期までの発育予測モデルを開発した。                                      

（１） 発育予測モデルは、気温によって変化する生育速度を利用し、1991 年～2020 年のリンゴ、
カキの各ステージの実測日から生育進度値を算出し、作成した。 

（２） 会津地域においては、各樹種とも産地による大きな生育差は見られない（表１）。 
（３） 当予測モデルにおける推定誤差は、リンゴ「ふじ」の発芽期で 2.4 日、開花始期で 1.2 日、

開花盛期で 1.3 日である。また、カキ「会津身不知」の発芽期で 3.3 日、展葉期で 2.3 日、
開花始期で 2.6 日である。なお、予測精度は実用的な範囲内にある（表２）。 

（４） 予測時点までの気温の観測値と気象庁の２週間気温予報、それ以降は気温の平年値を入力
することによって、各発育ステージの到達日を予測することが可能である（図１）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 生産現場に情報提供することで、栽培管理、防霜対策等に活用できる。 
（２） 令和３年度実用化技術情報「果樹の凍霜害危険度推定シートを活用することで防霜対策を

効率的に実施できる」（危険度推定シート（エクセルファイル）は県農業総合センターＨＰ
で公開中）と併せて活用することにより、果樹の防霜対策をより効率的に実施できる。 

 

３ 適用範囲 
（１） 会津地域のリンゴ、カキ生産者 

 

４ 普及上の留意点 

（１） 会津地域研究所（河沼郡会津坂下町）における予測値であることから、現地で予測する場合
は当研究所との生育差を考慮する。また、予測結果には誤差があることに留意する。 
 
 
 



   
Ⅱ 具体的データ等 

表１ 会津地域内における果樹の発育ステージの平年値 
 

 
 
 
 

 
 
 

表２ 発育予測モデルの精度 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
Ⅲ その他 
１ 執筆者                     図１ DVR モデルによる発育予測 
  渡邊善仁                     
２ 成果を得た課題名 

（１）研究期間  令和４～６年度 
（２）研究課題名 果樹の温暖化による気象被害予測システムの開発〔戦略的スマート農業技術 

等の開発・改良（JPJ011397）〕  
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会津地域研究所 会津若松市 喜多方市 会津地域研究所 会津若松市 会津美里町
発芽期 4月1日 4月3日 4月2日 4月14日 4月10日 4月13日
展葉期 4月11日 4月12日 4月12日 4月28日 4月26日 4月27日

開花始期 5月1日 5月1日 5月2日 6月5日 6月4日 6月4日
開花盛期 5月5日 5月6日 5月6日 － － －

注）会津若松市、喜多方市、会津美里町は会津農林事務所農業振興普及部（喜多方農業普及所、会津坂下農業
  普及所）の基準調査樹による。また、一部欠測値があるため、参考値。
注）平年値は、1991～2020年までの平均値。

リンゴ「ふじ」 カキ「会津身不知」
発育ステージ

発育ステージ 推定誤差 最大誤差 発育ステージ 推定誤差 最大誤差
発芽期 2.4 6 発芽期 3.3 8

開花始期 1.2 3 展葉期 2.3 7
開花盛期 1.3 3 開花始期 2.6 7

注）最大誤差は、1991年～2020年の実測日と予測日
       の差が最大になった年の誤差。単位は日。
  最大誤差の発生した年度は異なる。

リンゴ「ふじ」 カキ「会津身不知」

注）推定誤差は、1991年～2020年の実測日と予測日
  の推定誤差(ＲＭＳＥ：二乗平均平方根誤差)。
        単位は日。


